




























































































































































































































































お わ り に
交流集会後，普段言いだしにくいことなどを，この
ように場所を変えることによって互いの悩みを屈託な
く話し合うことができたと，参加者からの感想があっ
た。様々な施設の事情を加味しても，やはり，どこの
施設も同じ悩みを抱えていることを痛感した。
冒頭の疑問への答えは，看護教育を考える上での究
極の問いである。もしかすると答えがないのかもしれ
ない。だからこそ，その場その場で考えコミュニケー
ションよく臨床と話し合いを持つことが，今後も必要
になってくると考える。最善の方法は，まさに学生が
いるその現場の中にあるのだろう。
本取り組みは，一つの疑問からそれを大きく発展す
ることができた。これからも臨床と大学の連携を大切
にしながら，学生の為の教育にまい進したいと考えて
いる。ご協力いただいた臨床の方々に感謝いたします。
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